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調査報告：東日本大震災津波避難合同調査団（宮古市） 

 

生活科学研究科 生田 英輔 

 

 

 

調査概要 

社団法人土木学会の関係者を中心に、東日本大震災津波避難合同調査団が結成され、宮野道雄（大阪市

立大学副学長）を団長とするチームは宮古市を担当した。宮古市危機管理課の調整により、5 ヶ所の避

難所を訪れ、被災者から津波避難行動の聞き取り調査を実施した。調査期間は 2011 年 5 月 30 日(月)～

2011 年 6 月 1 日(水)である。 

 

調査対象 

調査期間内に岩手県宮古市内の避難所である津軽石小学校・津軽石中学校・グリーンピア宮古・総合体

育館・鍬ヶ崎小学校に避難中の被災者、または訪問時に各避難所に所在していた被災者を対象とした。

一部避難所では留め置きなどによる本人記入のデータも含まれる。各避難所での聞き取り人数と日時は

表 1 の通りであり、総計は 96 人である。 

 

表 1 調査日時・避難所・対象者数 

日時 時間帯 避難所 人数 

2011/05/30 午前 津軽石小学校 16* 

午後 津軽石中学校 18 

2011/05/31 終日 グリーンピア宮古 47 

2011/06/01 午前 総合体育館 10 

午後 鍬ヶ崎小学校 4 

*在宅避難者 1 名を含む 

 

避難所の様子（左） 救援物資（右） 
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調査内容 

地震発生直後の状況 

被災場所、同居者安否、震動による建物被害、津波による建物被害、津波認識、情報入手など 

避難状況 

避難判断、夜間避難の可否、避難までの行動、避難場所、避難時間、避難距離、避難同行者、避難手段、

2 次避難 

防災知識 

津波襲来までの時間、津波の特性、被災経験、防災教育、防災訓練、3/9 の対応 

避難経路の地図記入 

 

調査結果 

日中に調査を実施したため、やや高齢者に偏っている。居住年数は、30 年以上が過半を占めている。 

 

日中に発生した震災であったが、大半は自宅に在宅中であった。地震動による建物被害はほとんどなく、

津波による被害が大きい。
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直感的に大きな津波が来ると判断した人が多かったが、その判断理由は経験したことの無いほど大き

く・長い揺れであった。到達までは多少余裕があると予測した人も多かった。 

 

行政が設置する同報無線から情報を入手した人が最も多く、ついでテレビやラジオが多かった。内容は

津波が来ること、避難の呼びかけ、予測波高などである。 

 

 

ほとんどの人が避難していた。理由は直感的に、警報を聞いてなどである。避難開始前には、家族の安

否確認や貴重品を取りに行っていたりしたが、結果的には安全に避難が完了している人も多い。 
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避難場所としては、屋外・屋内の指定された避難場所へ多くの人が避難していた。距離は 500m 以内で

53.3％、時間では 5 分以内が 77.3％であった。 

 

日中に自宅で被災した人が多かったため、親族と避難している人が多い。移動手段は、宮古市に関して

は徒歩が最も多い。自動車から徒歩へ切り替えた人も中にはいる。 

 

津波到達までの時間の認識は概ね正しかった。過半の人は、自信または親族が過去に津波を経験してい

た。 
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まとめ 

被災から 3 ヶ月を過ぎた時期に調査を実施したが、被災時の記憶は鮮明で、詳細な避難行動に関する調

査結果が得られた。 

宮古市は、家屋被害に対して人的被害が比較的少なく、避難行動が成功した例が多いと考えられる。調

査結果からも、地震の揺れから直感的に判断し、適切な避難行動を取った人が多かったことが浮かび上

がってきた。今後は、より詳細な分析、避難場所の詳細な調査を実施する予定である。 

 

 

津波被害の痕跡（田老地区） 

 

避難経路を示す表示（角力浜） 
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避難経路（角力浜） 

 

避難場所となった駐車場（浄土ヶ浜） 


